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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　平均繊維径０．１～１０μｍの極細繊維を主体とする繊維絡合体と弾性重合体で構成さ
れ、前記極細繊維がペンタメチレンアジパミド単位で構成されたポリアミド５６からなる
ことを特徴とする人工皮革用基体。
【請求項２】
　ポリアミド５６からなる極細繊維のアミノ末端基濃度が、３０～１００ｅｑ／ｔｏｎで
ある請求項１記載の人工皮革用基体。
【請求項３】
　ポリアミド５６からなる極細繊維のアミノ末端基濃度とカルボキシル末端基濃度が、下
記式の関係を満たすことを特徴とする請求項１または２記載の人工皮革用基体。
０．４≦［ＮＨ２］／（［ＮＨ２］＋［ＣＯＯＨ］）≦０．８
［ＮＨ２］：極細繊維のアミノ末端基濃度（ｅｑ／ｔｏｎ）
［ＣＯＯＨ］：極細繊維のカルボキシル末端基濃度（ｅｑ／ｔｏｎ）

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ペンタメチレンアジパミド単位で構成されたポリアミド５６極細繊維を含む
人工皮革用基体に関するものであり、特に、バイオマスプラスチックであるポリアミド５
６極細繊維を用いた環境配慮型素材であり、かつ染色特性、耐光性、耐熱性および柔軟性
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にも優れた人工皮革用基体に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来、人工皮革用基体の極細繊維を構成するポリマーとしては、ナイロン６やナイロン
６６等に代表されるポリアミド類、ポリエチレンテレフタレート、もしくはその共重合体
、ポリエチレンやポリプロピレン等のポリオレフィン類が用いられており、風合いや発色
性の良好を重視した用途では、ナイロン６やナイロン６６等のポリアミド類が好適に用い
られてきた。
【０００３】
　ナイロン６繊維は、ナイロン６６繊維と比較すると、染色速度が速く、十分な染色時間
を確保することにより濃色化し易い傾向にある。一方で、ナイロン６繊維は、耐光堅牢度
が劣ること、融点が低いことから耐熱性に課題がある。ナイロン６６繊維は、ナイロン６
繊維に比して、染色堅牢度および耐熱性に優れる傾向にあるが、染色速度が遅く、染色時
間が短い場合は淡色化しやすいという欠点がある。
【０００４】
　ナイロン６繊維とナイロン６６繊維で染色性が異なる原因は、染色に用いられる染料が
、酸性染料、反応染料および含金染料等のポリアミド繊維のアミノ末端基と結合するもの
であるため、ナイロン６６繊維のアミノ末端濃度が低いことが推定原因の一つとして考え
られる。しかしながら、ナイロン６６繊維において、アミノ末端基濃度を多くする処方は
、ポリマーのゲル化を促進するため好ましくないとされている（特許文献１参照。）。こ
れは、単純にアミノ末端基濃度の高いポリマーを形成すると、加熱重合や溶融紡糸時の溶
融貯留においてポリマーのゲル化が進行し易くなり、溶融ポリマーの粘度に斑が生じ、紡
糸糸切れが頻発するという製造工程上の不具合が生じる傾向があるためである。
【０００５】
　ところで最近では、環境に対する意識向上に伴い、非石油由来の繊維素材の開発が急務
となっている。従来のポリアミド等の合成繊維は石油資源を主原料としていることから、
資源の枯渇化や地球温暖化等が問題視されているためである。
【０００６】
　このような課題に対し、植物資源を原料とすることで、二酸化炭素の循環により地球温
暖化を抑制できる可能性があるため、植物資源を出発点とするプラスチック、すなわちバ
イオマス由来のプラスチック（以下、バイオマスプラと記載することがある。）が注目さ
れている。バイオマスプラの代表的なものとしては、ポリ乳酸等の脂肪族ポリエステルが
挙げられるが、耐熱性、耐摩耗性および耐加水分解性などの諸特性がポリアミド繊維と比
べて低いため、極細繊維を主体とする人工皮革等のポリアミド類が用いられる用途への適
用には制限があった。
【０００７】
　このようにした背景のなか、新規なバイオマスプラとして、バイオマス利用により製造
された１，５－ペンタメチレンジアミンとアジピン酸の加熱重合により得られるポリペン
タメチレンアジパミド（ポリアミド５６）が、提案されている。ポリアミド５６を得る方
法は、加熱重合法が主に検討されており、リジン脱炭酸酵素を用いた酵素反応等で得られ
た高純度の１，５－ペンタメチレンジアミンを用いる方法（特許文献２参照。）、および
特定の重合方法を用いる等の方法（特許文献３参照。）が提案されており、高融点で実用
的な重合度を有するポリアミド５６樹脂を製造するに至っているが、人工皮革等の極細繊
維に用いるには、耐熱性および染色特性等に問題があった。
上記のように従来技術においては、染色速度、染色堅牢度、耐光堅牢度および耐熱性に優
れたポリアミド繊維からからなる人工皮革は得られていなかった。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００８】
【特許文献１】特開平０７－２３８２２２号公報
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【特許文献２】特開２００３－２９２６１２号公報
【特許文献３】特開２００４－０７５９３２号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００９】
　本発明の課題は、かかる従来技術の問題点に鑑み、染色速度、染色堅牢度、耐光堅牢度
および耐熱性に優れたポリアミド繊維からからなる人工皮革用基体を提供することである
。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　本発明の人工皮革用基体は、平均繊維径０．１～１０μｍの極細繊維を主体とする繊維
絡合体と弾性重合体で構成され、前記極細繊維がペンタメチレンアジパミド単位で構成さ
れたポリアミド５６からなることを特徴とする人工皮革用基体である。
【００１１】
　本発明の人工皮革用基体の好ましい態様によれば、前記のポリアミド５６からなる極細
繊維のアミノ末端基濃度は、３０～１００ｅｑ／ｔｏｎである。
【００１２】
　本発明の人工皮革用基体の好ましい態様によれば、前記のポリアミド５６からなる極細
繊維のアミノ末端基濃度とカルボキシル末端基濃度は、下記式の関係を満たすものである
。
０．４≦［ＮＨ２］／（［ＮＨ２］＋［ＣＯＯＨ］）≦０．８
［ＮＨ２］：極細繊維のアミノ末端基濃度（ｅｑ／ｔｏｎ）
［ＣＯＯＨ］：極細繊維のカルボキシル末端基濃度（ｅｑ／ｔｏｎ）
【発明の効果】
【００１３】
　本発明で用いられるポリアミド５６からなる極細繊維は、バイオマスプラからなるもの
であるため環境配慮型素材であるだけでなく、染色速度や濃染性等の染色特性、耐光性、
耐摩擦性、耐熱性および柔軟性にも優れていることから、衣料、雑貨用途および工業資材
用途等に好適に用いられる人工皮革用基体に好適である。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１４】
　本発明の人工皮革用基体は、平均繊維径０．１～１０μｍの極細繊維を主体とする繊維
絡合体と弾性重合体で構成され、前記極細繊維を構成するポリマーとして、ペンタメチレ
ンアジパミド単位で構成されたポリアミド５６を採用するものである。
ポリアミド５６は、繰り返し単位の９０モル％以上がペンタメチレンアジパミド単位で構
成されたポリアミド５６からなるものであることが好ましい。ペンタメチレンアジパミド
単位とは、１，５－ペンタメチレンジアミンとアジピン酸とから構成される構造単位であ
る。本発明の効果を損なわない範囲において、１０モル％未満の他の共重合成分を含んで
もよいが、本発明の優れた染色特性や耐熱性を発揮し易くするため、ペンタメチレンアジ
パミド単位は、より好ましくは９５モル％以上であり、更に好ましくは９７モル％以上で
ある。
【００１５】
　本発明で用いられるポリアミド５６からなる極細繊維は、アミノ末端基濃度が３０～１
００ｅｑ／ｔｏｎであることが好ましい。アミノ末端基濃度が高いほど、特に染色特性の
中でも濃染性と染色堅牢度が優れる傾向にある。アミノ末端基濃度は、より好ましくは４
０ｅｑ／ｔｏｎ以上であり、さらに好ましくは５０ｅｑ／ｔｏｎ以上である。アミノ末端
基濃度が１００ｅｑ／ｔｏｎを超えると、極細繊維の結晶性が低下して耐光堅牢度の悪化
や、空気中および包装材料中に存在する窒素酸化物によって極細繊維の黄変を招く場合も
ある。そのため、アミノ末端基濃度を１００ｅｑ／ｔｏｎ以下とすることが好ましい。ア
ミノ末端基濃度は、より好ましくは９０ｅｑ／ｔｏｎ以下であり、さらに好ましくは８５
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ｅｑ／ｔｏｎ以下である。
【００１６】
　ポリアミド５６からなる極細繊維がポリアミド６６繊維に比して染色速度が高い理由は
、ペンタメチレンアジパミド単位が、染料とアミノ末端基との結合を促進しやすい分子構
造単位であることが、原因として考えられる。すなわち、ポリアミド５６中に含まれるペ
ンタメチレンアジパミド単位は、ポリアミド６６等に含まれるヘキサメチレンアジパミド
単位よりも、繰り返し単位の分子量が小さく、親水性の高いアミド結合を単位重量あたり
に多く含有する構造単位であるため、ポリアミド５６極細繊維がマクロに染液を吸尽し担
持し易くなり、染料とアミノ末端基との結合が促進されるものと推定される。
【００１７】
　一方、染色堅牢度が高まるのは、同一の繰り返し単位を多く含むことにより、分子鎖の
規則性が高まることで結晶性が向上し、紫外線、乾熱、湿熱および摩擦等の分子運動が誘
発される環境下に置かれても、アミノ末端基を含む非晶鎖全体の分子運動を、結晶部分に
より拘束できるためと推定される。さらに、ペンタメチレンアジパミド単位は、ヘキサメ
チレンアジパミド単位に比してジアミンの炭素数が少ないため、アミノ末端基の近い位置
にアミド結合が存在しており、末端近傍のアミド結合が分子間水素結合を形成するとアミ
ノ末端基の運動が拘束されるため、染色堅牢度が高まるものと推定される。
【００１８】
　上記のように、極細繊維の染色特性はアミノ末端基の濃度だけでなく、分子鎖の繰り返
し単位の親水性や規則性、繊維内部の分子鎖の結晶・非晶構造等、高分子の一次構造から
高次構造までの様々な構造単位に影響を受ける総合特性ともいえるものである。極細繊維
がペンタメチレンアジパミド単位を多く含み、アミノ末端基濃度が上述した特定の範囲で
あることにより、優れた効果が得られるものである。
【００１９】
　本発明の人工皮革用基体を構成するポリアミド５６からなる極細繊維は、アミノ末端基
濃度とカルボキシル末端基濃度が、下記式の関係にあることが好ましい。
０．４≦［ＮＨ２］／（［ＮＨ２］＋［ＣＯＯＨ］）≦０．８
［ＮＨ２］：捲縮糸のアミノ末端基濃度（ｅｑ／ｔｏｎ）
［ＣＯＯＨ］：捲縮糸のカルボキシル末端基濃度（ｅｑ／ｔｏｎ）
　上記式における［ＮＨ２］／（［ＮＨ２］＋［ＣＯＯＨ］）は、極細繊維のアミノ末端
基とカルボキシル末端基の量的なバランスを示す値であり、単位重量当たりに両者が等モ
ル存在する場合には０．５となる。極細繊維中のアミノ末端基濃度とカルボ末端基濃度の
バランスが、上記範囲にあることにより、染色堅牢度に優れた極細繊維が得られる。前記
末端基のバランスは、０．４５～０．７５であることがより好ましく、さらに好ましくは
４７～０．７３であり、もっとも好ましくは０．５～０．７である。
【００２０】
　本発明の人工皮革用基体を構成する極細繊維は、耐熱性の指標となる融点が高いことが
好ましい。融点は２４０℃以上であることが好ましく、２５０℃以上であることがより好
ましい態様である。また、融点が高すぎると、溶融紡糸し辛いことから３００℃以下であ
ることが好ましい。
【００２１】
　また、繊維の溶融に要する熱量の指標である、融解熱量も高いことが好ましく、６０Ｊ
／ｇ以上であることが好ましく、より好ましくは７０Ｊ／ｇ以上である。融解熱量が高す
ぎると、加熱成型し辛くなることから、１２０Ｊ／ｇ以下であることが好ましい。
融点および融解熱量が高いことにより、例えば人工皮革用基体を加熱成型する場合も、表
面の極細繊維が融着する問題や、毛羽が倒れて復元しない等の欠点が生じることが少ない
。
【００２２】
　本発明の人工皮革用基体で用いられる極細繊維の平均繊維径は、０．１～１０μｍとす
ることが重要である。平均繊維径を１０μｍ以下、好ましくは５μｍ以下とすることによ
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り、スエード調人工皮革とした場合に良好なタッチを得ることが可能となる。一方、平均
繊維径を０．１μｍ以上、好ましくは０．５μｍ以上とすることにより、優れた繊維強度
および剛性を維持することができる。
【００２３】
　本発明で用いられるポリアミド５６からなる極細繊維を構成するポリマーには、粒子、
難燃剤および帯電防止剤等の添加剤を含有させても良い。
【００２４】
　また、本発明で用いられるポリアミド５６は、１，５－ペンタメチレンジアミンやアジ
ピン酸以外に、本発明の目的を損なわない範囲で、他の化合物が共重合されていても良く
、下記の成分から誘導される構造単位を含んでいてもよい。例えば、シュウ酸、マロン酸
、コハク酸、グルタル酸、ピメリン酸、スベリン酸、アゼライン酸、セバシン酸、ウンデ
カン二酸およびドデカン二酸などの脂肪族カルボン酸、シクロヘキサンジカルボン酸など
の脂環式ジカルボン酸、テレフタル酸、イソフタル酸、ナフタレンジカルボン酸、ジフェ
ニルジカルボン酸、１，４－シクロヘキサンジカルボン酸および５ーナトリウムスルホイ
ソフタル酸などの芳香族ジカルボン酸から誘導される構造単位を含むことができる。
【００２５】
　本発明で用いられる繊維絡合体としては、織編物や不織布等を用いることができる。中
でも、極細繊維の束（極細繊維束）が絡合してなる不織布が、表面の均一性、シート強力
等の観点から好ましく用いられる。
【００２６】
　極細繊維束の形態としては、極細繊維同士が多少離れていてもよいし、部分的に結合し
ていてもよいし、凝集していてもよい。
【００２７】
　本発明の人工皮革用基体に用いられる不織布としては、短繊維をカードやクロスラッパ
ーを用いて積層ウェブを形成させた後に、ニードルパンチやウォータジェットパンチを施
して得られる短繊維不織布、スパンボンド法やメルトブロー法などから得られる長繊維不
織布、および抄紙法で得られる不織布などを採用することができる。中でも、短繊維不織
布やスパンボンド不織布は、厚み均一性等が良好なものが得られるため、好ましく用いら
れる。
【００２８】
　本発明で用いられる不織布は、強度を向上させるなどの目的で、不織布に織物や編物を
積層し、裏張りしてもよい。不織布と織編物をニードルパンチで積層一体化する場合、織
編物を構成する繊維のニードルパンチによる損傷を防ぐため、織編物の糸条を強撚糸とす
ることが好ましい。糸条の撚数は、５００Ｔ／ｍ～４５００Ｔ／ｍが好ましい範囲である
。また、織編物の繊維径は、極細繊維不織布の繊維径と同じ、もしくはさらに細いものを
用いても良い。
【００２９】
　本発明の人工皮革用基体は、前記した不織布等の繊維絡合体が弾性重合体を含有してい
ることが重要である。弾性重合体のバインダー効果により極細繊維が人工皮革用基体から
抜け落ちるのを防止することができるだけでなく、適度なクッション性を付与することが
可能となる。
【００３０】
　本発明では、弾性重合体として、ポリウレタン、ポリウレア、ポリウレタン・ポリウレ
アエラストマー、ポリアクリル酸、アクリロニトリル・ブタジエンエラストマーおよびス
チレン・ブタジエンエラストマーなどを用いることができるが、柔軟性とクッション性の
観点からポリウレタンが好ましく用いられる。
【００３１】
　ポリウレタンとしては、例えば、平均分子量５００～３０００のポリエステルジオール
、ポリエーテルジオール、ポリカーボネートジオール、あるいはポリエステルポリエーテ
ルジオール等のポリマージオール等から選ばれた少なくとも１種類のポリマージオールと
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、４，４’－ジフェニルメタンジイソシアネート等の芳香族系、イソホロンジイソシアネ
ート等の脂環族系およびヘキサメチレンジイソシアネート等の脂肪族系のジイソシアネー
ト等から選ばれた少なくとも１種類のジイソシアネートと、エチレングリコール、ブタン
ジオール、エチレンジアミンおよび４，４’－ジアミノジフェニルメタン等の２個以上の
活性水素原子を有する少なくとも１種類の低分子化合物を、所定のモル比で反応させて得
られたポリウレタンおよびその変性物が挙げられる。
【００３２】
　また、弾性重合体には、ポリエステル系、ポリアミド系およびポリオレフィン系などの
エラストマー樹脂、アクリル樹脂、およびエチレン－酢酸ビニル樹脂などが含まれていて
も良い。
【００３３】
　また、本発明で用いられる弾性重合体には、必要に応じてカーボンブラック等の顔料、
染料酸化防止剤、酸化防止剤、耐光剤、帯電防止剤、分散剤、柔軟剤、凝固調整剤、難燃
剤、抗菌剤および防臭剤などの添加剤が配合されていてもよい。
【００３４】
　また、弾性重合体は、有機溶剤中に溶解していても、水中に分散していてもどちらでも
よい。
【００３５】
　弾性重合体の含有率は、極細繊維束が絡合してなる繊維絡合体に対し、５～１００質量
％であることが好ましい。弾性重合体の含有量によって、人工皮革用基体の表面状態、ク
ッション性、硬度および強度などを調節することができる。含有量が５質量％以上、より
好ましくは２０質量％以上、さらに好ましくは３０質量％以上とすることで、繊維脱落を
少なくすることができる。一方、含有量を１００質量％以下、より好ましくは８０質量％
以下、さらに好ましくは６０質量％以下とすることにより、極細繊維がシート表面上に均
一分散した状態を得ることができる。
【００３６】
　本発明の人工皮革用基体の目付は、１００～５００ｇ／ｍ２であることが好ましい。目
付が１００ｇ／ｍ２以上、より好ましくは１５０ｇ／ｍ２以上とすることで、人工皮革用
基体に十分な形態安定性と寸法安定性が得られる。一方、目付が５００ｇ／ｍ２以下、よ
り好ましくは３００ｇ／ｍ２以下とすることで、十分な柔軟性が得られる。
【００３７】
　本発明の人工皮革用基体の厚さは、０．１～１０ｍｍであることが好ましい。厚さを０
．１ｍｍ以上、好ましくは０．３ｍｍ以上とすることで、十分な形態安定性と寸法安定性
が得られる。一方、厚さを１０ｍｍ以下、より好ましくは５ｍｍ以下とすることで十分な
柔軟性が得られる。
【００３８】
　本発明の人工皮革用基体は、少なくとも片面に立毛処理が施されていることが好ましい
。このようにすることで、スエード調人工皮革としたときに、緻密なタッチが得られる。
【００３９】
　次に、本発明の人工皮革用基体を製造する方法について説明する。
【００４０】
　本発明の人工皮革用基体は、例えば次の工程を組み合わせることにより得られる。すな
わち、平均繊維径０．１～１０μｍのポリアミド５６からなる極細繊維発生型繊維（複合
繊維）を複合紡糸し、複合繊維ウェブを作成する工程、その複合繊維ウェブに絡合処理を
施して繊維絡合体を作製する工程、その複合繊維から複合繊維を構成している易溶性ポリ
マーを溶解除去あるいは物理的または化学的作用により剥離・分割し、極細繊維化する前
および／または後／または起毛処理の後に、ポリウレタンを主成分とした弾性重合体を不
織布（繊維絡合体）に付与し、弾性重合体を実質的に凝固し固化させる工程、および起毛
処理を施し表面に立毛を形成する工程である。
【００４１】
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　本発明の人工皮革用基体を構成するポリアミド５６からなる極細繊維のアミノ末端基濃
度３０～１００ｅｑ／ｔｏｎを達成するには、重合工程での製造方法が重要であり、次の
ように特定の重合方法を採用することにより、アミノ末端基が３０～１００ｅｑ／ｔｏｎ
のポリアミド５６樹脂を得ることが可能である。
【００４２】
　従来公知の加熱重合法では、アミノ末端基濃度の高いポリアミド５６樹脂を得ることは
難しい。その原因の一つとして、ポリアミド５６樹脂の原料である１，５－ペンタメチレ
ンジアミンは、従来のポリアミド６６の原料である１，６－ヘキサメチレンジアミンに比
べて沸点が低く（１，５－ペンタメチレンジアミンの融点：約１８０℃、１，６－ヘキサ
メチレンジアミンの融点：約２００℃）、さらに親水性が高いことにより、水の蒸発に付
随して揮発され易いことがわかった。そのため、重合反応がほとんど進行していない重合
初期段階から原料を含む水溶液を高温にせしめて水を蒸発させると、１，５－ペンタメチ
レンジアミンの揮発量が非常に多くなることから、原料調整工程において、原料を含む水
溶液の濃度を５５～８０ｗｔ％に調整し、濃縮工程において原料を含む水溶液の温度を１
００～１５０℃とし、水溶液の濃度を８０～９５ｗｔ％まで濃縮する条件でポリアミド５
６樹脂を製造することにより、重合工程における１，５－ペンタメチレンジアミンの揮発
を抑えることが可能となり、アミノ末端基濃度を高く制御することが可能となったもので
ある。
【００４３】
　本発明において、前記の原料を含む水溶液の濃度は、１，５－ペンタンジアミンの揮発
量を低減するため５５ｗｔ％以上であることが好ましく、再結晶化等の観点から８０ｗｔ
％以下とすることが好ましい。この水溶液の濃度は、より好ましくは６０～８０ｗｔ％の
範囲である。
【００４４】
　本発明において、極細繊維束が絡合してなる不織布を得る手段としては、海島型繊維等
の極細繊維発生型繊維を用いることが好ましい。極細繊維から直接不織布を製造すること
は困難であるが、極細繊維発生型繊維から不織布を製造し、この不織布における極細繊維
発生型繊維から極細繊維を発生させることにより、極細繊維束が絡合してなる不織布を得
ることができる。
【００４５】
　極細繊維発生型繊維としては、溶剤溶解性の異なる２成分の熱可塑性樹脂を海成分と島
成分に用い、海成分を溶剤などを用いて溶解除去することによって島成分を極細繊維とす
る海島型繊維や、２成分の熱可塑性樹脂を繊維断面に放射状または多層状に交互に配置し
、各成分を剥離分割することによって極細繊維に割繊する剥離型複合繊維などを採用する
ことができる。
【００４６】
　海島型繊維には、海島型複合用口金を用い海成分と島成分の２成分を相互配列して紡糸
する海島型複合繊維や、海成分と島成分の２成分を混合して紡糸する混合紡糸繊維などが
あるが、均一な繊度の極細繊維が得られる点、また十分な長さの極細繊維が得られシート
状物（繊維絡合体）の強度にも資する点から、海島型複合繊維が特に好ましく用いられる
。
【００４７】
　海島型繊維の海成分としては、ポリエチレン、ポリプロピレン、ポリスチレン、ナトリ
ウムスルホイソフタル酸やポリエチレングリコールなどを共重合した共重合ポリエステル
、およびポリ乳酸などを用いることができる。
【００４８】
　海成分の溶解除去は、弾性重合体を付与する前、付与した後、起毛処理後のいずれの段
階で行ってもよい。
【００４９】
　不織布を得る方法としては、前述のとおり、繊維ウェブをニードルパンチやウォータジ
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ェットパンチにより絡合させる方法、スパンボンド法、メルトブロー法、および抄紙法な
どを採用することができ、なかでも、前述のような極細繊維束の態様とする上で、ニード
ルパンチやウォータジェットパンチなどの処理を経る方法が好ましい。
【００５０】
　不織布は、織編物を積層一体化させてもよく、ニードルパンチやウォータジェットパン
チ等により一体化する方法が好ましく用いられる。
【００５１】
　ニードルパンチ処理において、バーブの本数は１～９本であることが好ましい。本数を
１本以上とすることで、効率的な繊維の絡合が可能となる。一方、本数を９本以下とする
ことで、繊維損傷を抑えることができる。バーブのトータルデプスは、０．０５～０．０
９ｍｍであることが好ましい。トータルデプスを０．０５ｍｍ以上とすることで、繊維束
への十分な引掛かりが得られるため効率的な繊維絡合が可能となる。一方、トータルデプ
スを０．０９ｍｍ以下とすることで、繊維損傷を抑えることが可能となる。
【００５２】
　パンチング本数は、１０００～７５００本／ｃｍ２であることが好ましい。パンチング
本数を１０００本／ｃｍ２以上とすることで、緻密性が得られ高精度の仕上げを得ること
ができる。一方、パンチング本数を７５００本／ｃｍ２以下とすることで、加工性の悪化
、繊維損傷および強度低下を防ぐことができる。
【００５３】
　また、織編物と極細繊維発生型繊維不織布を積層一体化する場合、積層時のニードルパ
ンチのニードルのバーブ方向は、シートの進行方向に対して直行する９０±１５°とする
ことにより、損傷しやすい緯糸を引掛けにくくなる。
【００５４】
　また、ウォータージェットパンチ処理を行う場合には、水は柱状流の状態で行うことが
好ましい。具体的には、直径０．０５～１．０ｍｍのノズルから圧力１～６０ＭＰａで水
を噴出させると良い。
【００５５】
　ニードルパンチ処理あるいはウォータジェットパンチ処理後の極細繊維発生型繊維不織
布の見掛け密度は、０．１５～０．３０ｇ／ｃｍ３であることが好ましい。見掛け密度を
０．１５ｇ／ｃｍ３以上とすることで、人工皮革用基体が十分な形態安定性と寸法安定性
が得られる。一方、見掛け密度を０．３０ｇ／ｃｍ３以下とすることで、弾性重合体を付
与するための十分な空間を維持することができる。
【００５６】
　このようにして得られた極細繊維発生型繊維不織布は、緻密化の観点から、乾熱もしく
は湿熱またはその両者によって収縮させ、さらに高密度化することが好ましい。
【００５７】
　極細繊維発生型繊維から易溶解性ポリマー（海成分）を溶解する溶剤としては、海成分
がポリエチレンやポリスチレン等のポリオレフィンであればトルエンやトリクロロエチレ
ン等の有機溶媒が用いられ、海成分がポリ乳酸や共重合ポリエステルであれば水酸化ナト
リウム等のアルカリ水溶液を用いることができる。また、極細繊維発生加工（脱海処理）
は、溶剤中に極細繊維発生型繊維からなる不織布を浸漬し、窄液することによって行うこ
とができる。
【００５８】
　また、極細繊維発生加工には、連続染色機、バイブロウォッシャー型脱海機、液流染色
機、ウィンス染色機およびジッガー染色機等の公知の装置を用いることができる。また、
極細繊維発生加工は、立毛処理前に行ってもよいし立毛処理後に行ってもよい。
【００５９】
　弾性重合体は、極細繊維発生加工の前に付与してもよいし、極細繊維発生加工の後に付
与してもよい。
【００６０】
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　弾性重合体としてポリウレタンを付与させる際に用いられる溶媒としては、Ｎ，Ｎ’－
ジメチルホルムアミドやジメチルスルホキシド等が好ましく用いられるが、ポリウレタン
を水中にエマルジョンとして分散させた水分散型ポリウレタン液としてもよい。
【００６１】
　溶媒に溶解した弾性重合体溶液に、不織布（繊維絡合体）を浸漬する等して弾性重合体
を不織布に付与し、その後、乾燥することによって弾性重合体を実質的に凝固し固化させ
る。溶剤系のポリウレタン溶液の場合は、非溶解性の溶剤に浸漬することにより凝固させ
ることができ、ゲル化性を有する水分散型ポリウレタン液の場合は、ゲル化させた後乾燥
する乾式凝固方法等で凝固させることができる。乾燥にあたっては、繊維絡合体および弾
性重合体の性能が損なわない程度の温度で加熱してもよい。
【００６２】
　本発明の人工皮革用基体は、少なくとも片面が立毛されていても良い。立毛処理は、サ
ンドペーパーやロールサンダーなどを用いて行うことができる。特に、サンドペーパーを
用いることにより、均一かつ緻密な立毛を形成することができる。さらに、人工皮革用基
体の表面に均一な立毛を形成させるためには、研削負荷を小さくすることが好ましい。研
削負荷を小さくするためには、例えば、バフ段数を３段以上の多段バッフィングとし、各
段に使用するサンドペーパーの番手を、ＪＩＳ規定の１５０番～６００番の範囲とするこ
とがより好ましい態様である。
【００６３】
　本発明の人工皮革用基体は、例えば、染料、顔料、柔軟剤、ピリング防止剤、抗菌剤、
消臭剤、撥水剤、耐光剤および耐候剤等の機能性薬剤を含んでいてもよい。
【００６４】
　本発明の人工皮革用基体は、染色を施すことが好ましい。染色手段としては、シートを
染色すると同時に揉み効果を加えて柔軟化できることから、液流染色機が好ましく用いら
れる。染色温度は、ポリアミド５６繊維に対しては、７０～１２０℃の温度が好ましい。
染料は、酸性染料、含金染料および反応染料等が好ましく用いられる。また、染色後に還
元洗浄を行っても良い。
【００６５】
　また、染色の均一性を向上させる目的で、染色時に染色助剤を用いることが好ましい。
さらにシリコーンなどの柔軟剤、帯電防止剤、撥水剤、難燃剤および耐光剤等の仕上げ処
理を行ってもよい。仕上げ処理は、染色後でも染色と同浴で行ってもよい。
【００６６】
　本発明の人工皮革用基体は、環境配慮型素材を用いているだけでなく、柔軟な風合いを
有し、耐光性、耐熱性および耐摩擦性に優れるため、衣料用途、雑貨用途、ＣＤ、ＤＶＤ
カーテン、研磨布およびワイピングクロス等の工業資材用途等として好適に用いられる。
【実施例】
【００６７】
　［測定方法および評価用加工方法］
　（１）融点と融解熱量
　パーキンエルマー社（Ｐｅｒｋｉｎ　Ｅｌｍａｅｒ）製ＤＳＣ－７を用いて、２ｎｄ　
ｒｕｎでポリマーの融解を示すピークトップ温度をポリマーの融点とした。このときの昇
温速度は１６℃／分で、サンプル量は１０ｍｇとした。また、融解ピークの面積から求め
られる熱容量を積算し、融解熱量とした。
【００６８】
　（２）極細繊維の平均繊維径
　人工皮革用基体の極細繊維を含む厚み方向に垂直な断面を、走査型電子顕微鏡（ＳＥＭ
　キーエンス社製ＶＥ－７８００型）で３０００倍で観察し、３０μｍ×３０μｍの視野
内で無作為に抽出した５０本の単繊維直径を測定した。ただし、これを３ヶ所で行い、合
計１５０本の単繊維の直径を測定し、小数点以下を四捨五入して平均値を算出した。極細
繊維が異形断面の場合、まず単繊維の断面積を測定し、当該断面を円形と見立てた場合の
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直径を算出することによって単繊維の直径を求めた。
【００６９】
　（３）アミノ末端基濃度
　試料（極細繊維または樹脂）１ｇを、５０ｍＬのフェノール／エタノール混合溶液（フ
ェノール／エタノール質量比＝８０／２０）に、３０℃の温度で振とう溶解させて溶液と
し、この溶液を０．０２Ｎの塩酸で中和滴定し、要した０．０２Ｎ塩酸量を求めた。また
、上記フェノール／エタノール混合溶媒（上記と同量）のみを０．０２Ｎ塩酸で中和滴定
し、要した０．０２Ｎ塩酸の量を求める。そして、その差から試料１ｔｏｎあたりのアミ
ノ末端基量を求めた。
【００７０】
　（４）カルボキシル末端基濃度
　試料（極細繊維または樹脂）０．５ｇを、１９６±１℃の温度のベンジルアルコール２
０ｍｌに溶解し、この溶液を０．０２Ｎの水酸化カリウムエタノール溶液で中和滴定し、
要した０．０２Ｎ水酸化カリウムエタノール溶液の量を求める。また、上記ベンジルアル
コール２０ｍｌのみを、０．０２Ｎの水酸化カリウムエタノール溶液で中和滴定し、要し
た０．０２Ｎ水酸化カリウムエタノール溶液の量を求める。そして、その差から試料１ｔ
ｏｎあたりのカルボキシル末端基量を求めた。
【００７１】
　（５）染色速度
　各実施例と各比較例で得られた人工皮革用基体を、含金染料（“Ｉｒｇａｌａｎ”Ｒｅ
ｄ　２ＧＬ）［チバスペシャリティケミカルズ社製］を４．０％ｏｗｆ、浴比１：１００
、ｐＨ＝７の条件で染色した後、水洗し乾燥し、染色後の人工皮革用基体を得た。このと
き、染色温度と染色時間を、下記（ａ）～（ｆ）として染色を施した。
【００７２】
　＜染色条件＞
（ａ）染色温度５０℃、染色時間１０分
（ｂ）染色温度６０℃、染色時間１０分
（ｃ）染色温度７０℃、染色時間１０分
（ｄ）染色温度８０℃、染色時間１０分
（ｅ）染色温度９０℃、染色時間１０分
（ｆ）染色温度９０℃、染色時間６０分
　得られた人工皮革用基体について、分光測色計（ミノルタＳＰＥＣＴＲＯＰＨＯＴＯＭ
ＥＴＥＲ　ＣＭ－３７００ｄ、ＳＣＥモード）を用いて、３６０～７４０ｎｍの波長域で
１０ｎｍごとに分光反射率を求め、最大吸収波長における分光反射率を用いてＫ／Ｓを求
めた。Ｋ／Ｓとは、次式で示される色の濃さを表す指標であり、値が大きいほど濃色に染
色されていることを示す。
Ｋ／Ｓ＝（１－Ｒ）２／２Ｒ
　Ｋ／Ｓ：クベルカムンク関数
　Ｒ：最大吸収波長における分光反射率。
【００７３】
　（６）濃染性
　上記（５）項の染色条件（ｆ）で染色した筒編地のＫ／Ｓの値を、参考例２の人工皮革
用基体（ポリアミド６、染色条件（ｆ））のＫ／Ｓで除し、１００倍した値を求めた。こ
の値が１００の場合、ポリアミド６からなる人工皮革用基体と同等の濃染性を示すと判断
し、大きいほど濃染性に優れるものと判断した。
【００７４】
　（７）耐光堅牢度
　ＪＩＳ　Ｌ０８４２（２００４）の紫外線カーボンアーク灯光に対する染色堅牢度試験
方法に準じて、耐光堅牢度を測定した。試料は、上記（５）項の染色条件（ｆ）で染色し
た人工皮革用基体を用い、照射後サンプルの変退色度合いをＪＩＳ　Ｌ０８０４（２００
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４）の変退色用グレースケールを用いて級判定することにより、耐光堅牢度とした（１～
５級、０．５級間隔）。５級が最も優れ、１級が最も劣り、４級以上を合格とした。
【００７５】
　（８）摩擦堅牢度
　ＪＩＳ　Ｌ０８４９（２００４）７．１乾燥試験の測定に準じて、摩擦堅牢度を測定し
た。試料は、上記（５）項の染色条件（ｆ）で染色した人工皮革用基体を用い、ＪＩＳ　
Ｌ０８０５（２００５）に規定の汚染用グレースケールで判定した（１～５級、０．５級
間隔）。５級が最も優れ、１級が最も劣り、４級以上を合格とした。
【００７６】
　（９）マーチンデール摩耗試験
　ＪＩＳ　Ｌ１０９６（１９９９）８．１７．５　Ｅ法（マーチンデール法）家具用荷重
（１２ｋＰａ）に準じて測定される耐摩耗試験において、２００００回の回数を摩耗した
後の試験布の重量減を評価した。
【００７７】
　（１０）柔軟性
　各実施例と各比較例で作成した人工皮革を用い、健康な成人男性と成人女性各１０名ず
つ、計２０名を評価者として、手でつかんだ触感（柔軟性）を判定し、最も多かった評価
を採用した。○以上を合格とした。
◎（優れる）、○（良好）、△（可）、×（劣る）（４段階評価）
　［実施例１］
　＜原綿＞
　　（島成分ポリマー）
　１，５－ペンタメチレンジアミンとアジピン酸の等モル塩の７０ｗｔ％水溶液に、１，
５－ペンタメチレンジアミンおよび水を加え、水溶液中に存在する１，５－ペンタメチレ
ンジアミンのモル数とアジピン酸のモル数の比（１，５－ペンタメチレンジアミンのモル
数／アジピン酸のモル数）を１．００４とし、水溶液中の原料の濃度を７０ｗｔ％に調整
し、予め窒素置換された熱媒加熱式の重合釜に仕込み、ポリアミド５６樹脂を重合し、島
成分とした。
【００７８】
　　（海成分ポリマー）
　アクリル酸２－エチルヘキシルを２２ｍｏｌ％共重合した共重合ポリスチレン（ｃｏ－
ＰＳｔ）を海成分とした。
【００７９】
　　（紡糸・延伸）
　上記の海成分ポリマーと島成分ポリマーを用い、３６島／ホールの海島型複合紡糸口金
を用いて、紡糸温度２８０℃、島／海質量比率４０／６０、吐出量１．６ｇ／分・ホール
、紡糸速度１２００ｍ／分の条件で溶融紡糸した。次いで、８５℃の温度の液浴中で３．
０倍に延伸し、押し込み型捲縮機を用いて捲縮を付与し、カットして、繊度４．２ｄｔｅ
ｘ、繊維長５１ｍｍの海島型複合繊維の原綿を得た。
【００８０】
　＜不織布＞
　上記原綿を用い、カードとクロスラッパー工程を経て積層ウェブを形成した。次いで、
トータルバーブデプス０．０８ｍｍのニードル１本を植込んだニードルパンチ機を用いて
、針深度７ｍｍ、パンチ本数３０００本／ｃｍ２でニードルパンチし、目付が６９５ｇ／
ｍ２、見掛け密度が０．２３ｇ／ｃｍ３の不織布を作製した。
【００８１】
　＜人工皮革用基体＞
　上記不織布を９５℃の温度で熱水収縮させた後、ポリビニルアルコールを繊維質量に対
し３４質量％付与後、乾燥させた。その後、トリクロロエチレンで処理し海島型複合繊維
の海成分を溶解除去させ、不織布を得た。
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【００８２】
　このようにして得られた不織布に、ポリマージオールがポリエーテル系７５質量％とポ
リエステル系２５質量％とからなるポリウレタンを、繊維質量に対して固形分で２５質量
％付与し、液温３５℃の３０％ＤＭＦ水溶液でポリウレタンを凝固させ、約８５℃の熱水
でＤＭＦおよびポリビニルアルコールを除去した。その後、エンドレスのバンドナイフを
有する半裁機により厚み方向に半裁し、非半裁面をＪＩＳ＃３２０番のサンドペーパーを
用いて３段研削し、立毛を形成させて人工皮革用基体を作製した。
【００８３】
　その後、上記（５）項（ｆ）の染色条件で染色した後、乾燥させて人工皮革用基体を得
た。得られた人工皮革用基体は、極細繊維の平均繊維径が２．０μｍ、厚さが０．４３ｍ
ｍ、目付が１７０ｇ／ｍ２、見掛け密度が０．４０ｇ／ｃｍ３であった。得られた結果を
、表１に示す。
【００８４】
　アミノ末端基濃度とカルボキシル末端基濃度は、海島型複合繊維原綿の海成分を溶解さ
せ、極細繊維の状態として測定した。
【００８５】
　［比較例１］
　＜原綿＞
　　（島成分ポリマー）
　１，６－ヘキサメチレンジアミンのモル数／アジピン酸のモル数の比が１．００４とな
るように、原料の濃度が５０ｗｔ％とした水溶液を、予め窒素置換された熱媒加熱式の重
合釜に仕込み、ポリアミド６６樹脂を重合し島成分とした。
【００８６】
　　（海成分ポリマー）
　アクリル酸２－エチルヘキシルを２２ｍｏｌ％共重合した共重合ポリスチレン（ｃｏ－
ＰＳｔ）を海成分とした。
【００８７】
　　（紡糸・延伸）
　上記の海成分ポリマーと島成分ポリマーを用い、紡糸温度２８０℃としたこと以外は、
実施例１と同様の方法で、複合繊度４．２ｄｔｅｘ、繊維長５１ｍｍの海島型複合繊維の
原綿を得た。
【００８８】
　＜不織布＞
　実施例１と同様にして、目付が６９５ｇ／ｍ２、見掛け密度が０．２３ｇ／ｃｍ３の不
織布を得た。
【００８９】
　＜人工皮革用基体＞
　上記の不織布を用いたこと以外は、実施例１と同様にして人工皮革用基体を得た。得ら
れた人工皮革用基体は、極細繊維の平均繊維径が２．０μｍ、厚さが０．４３ｍｍ、目付
が１６６ｇ／ｍ２、見かけ密度が０．３９ｇ／ｃｍ３。得られた結果を、表１に示す。実
施例１と比較例１とを比較すると、実施例１の方が、染色速度と濃染性に優れており、柔
軟性も実施例１の方が優れていた。
【００９０】
　［比較例２］
　＜原綿＞
　　（島成分ポリマー）
　市販の融点２２０℃のポリアミド６を用い、島成分とした。
【００９１】
　　（海成分ポリマー）
　アクリル酸２－エチルヘキシルを２２ｍｏｌ％共重合した共重合ポリスチレン（ｃｏ－
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ＰＳｔ）を海成分とした。
【００９２】
　　（紡糸・延伸）
　上記の海成分ポリマーと島成分ポリマーを用い、紡糸温度２８０℃としたこと以外は、
実施例１と同様の方法で、複合繊度４．２ｄｔｅｘ、繊維長５１ｍｍの海島型複合繊維の
原綿を得た。
【００９３】
　＜不織布＞
　実施例１と同様にして、目付が６９０ｇ／ｍ２、見掛け密度が０．２２ｇ／ｃｍ３の不
織布を得た。
【００９４】
　＜人工皮革用基体＞
　上記の不織布を用いたこと以外は、実施例１と同様にして人工皮革用基体を得た。得ら
れた人工皮革用基体は、極細繊維の平均繊維径が２．０μｍ、厚さが０．４５ｍｍ、目付
が１６５ｇ／ｍ２、見かけ密度が０．３７ｇ／ｃｍ３であった。得られた結果を、表１に
示す。実施例１と比較例２とを比較すると、実施例１の方が、耐光堅牢度と摩擦堅牢度の
点で優れていた。
【００９５】
　［実施例２］
　＜原綿＞
　実施例１の島成分ポリマーと海成分ポリマーを用い、島／海質量比率＝４０／６０でチ
ップブレンドしたこと以外は、実施例１と同様にして、単繊維繊度が４．１ｄｔｅｘ、繊
維長が５１ｍｍの海島型複合繊維の原綿を得た。
【００９６】
　＜不織布＞
　上記の原綿を用いたこと以外は、実施例１と同様にして目付が６９２ｇ／ｍ２、見掛け
密度が０．２２ｇ／ｃｍ３の不織布を得た。
【００９７】
　＜人工皮革基体＞
　上記の不織布を用いたこと以外は、実施例１と同様にして、人工皮革用基体を得た。得
られた人工皮革用基体は、極細繊維の平均繊維径が１．１μｍ（繊維径分布：０．２～４
．７μｍ）、厚さが０．４４ｍｍ、目付が１６７ｇ／ｍ２、見かけ密度が０．３８ｇ／ｃ
ｍ３であった。得られた結果を、表１に示す。
【００９８】
　［実施例３］
　＜原綿＞
　　（島成分ポリマー）
　実施例１で作製したポリアミド５６を用いた。
【００９９】
　　（海成分ポリマー）
　５－ナトリウムイソフタル酸８モル％を共重合させた共重合ポリエチレンテレフタレー
トを用いた。
【０１００】
　（紡糸・延伸）
　１６島／ホールの海島型複合口金を用いて、島／海質量比率６０／４０、吐出量１．８
ｇ／分・ホールとしたこと以外は、実施例１と同様にして、複合繊度が５．０ｄｔｅｘ、
繊維長が５１ｍｍの海島型複合繊維の原綿を得た。
【０１０１】
　＜不織布＞
　上記の原綿を用いたこと以外は、実施例１と同様にして目付が６９４ｇ／ｍ２、見掛け
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密度が０．２３ｇ／ｃｍ３の海島型複合繊維からなる不織布を得た。
【０１０２】
　　（水分散型ポリウレタン液）
　非イオン系強制乳化型ポリウレタンエマルジョン（ポリカーボネート系）に、感熱ゲル
化剤として硫酸ナトリウムをポリウレタン固形分対比４質量％添加し、ポリウレタン液濃
度が１０質量％となるように＜水分散型ポリウレタン液を調整した。
【０１０３】
　＜人工皮革用基体＞
　上記の不織布に、上記の水分散型ポリウレタン液を付与し、乾燥温度１２０℃で５分間
熱風乾燥して、ポリウレタンの付着量が不織布の島成分に対して３０質量％であるポリウ
レタン付シートを得た。
【０１０４】
　上記ポリウレタン付シートを９０℃の温度に加熱した濃度４０ｇ／Ｌの水酸化ナトリウ
ム水溶液に浸漬し、３０分間処理し、海島型複合繊維から海成分を溶解除去した。その後
、エンドレスのバンドナイフを有する半裁機により厚み方向に半裁し、非半裁面をＪＩＳ
＃３２０番のサンドペーパーを用いて３段研削し、立毛を形成させて人工皮革用基体を作
製した。
【０１０５】
　その後、上記の（５）項（ｆ）の染色条件で染色した後、乾燥させて人工皮革用基体を
得た。得られた人工皮革用基体は、極細繊維の平均繊維径が４．４μｍ、厚さが０．４４
ｍｍ、目付が１７６ｇ／ｍ２、見かけ密度が０．４０ｇ／ｃｍ３であった。得られた結果
を、表１に示す。
【０１０６】
　［実施例４］
　＜原綿＞
　　（島成分ポリマー）
　１，５－ペンタメチレンジアミンとアジピン酸の等モル塩の濃度を６５ｗｔ％水溶液と
し、１，５－ペンタメチレンジアミンおよび水を加え、水溶液中に存在する１，５－ペン
タメチレンジアミンのモル数とアジピン酸のモル数の比（１，５－ペンタメチレンジアミ
ンのモル数／アジピン酸のモル数）を１．００４、水溶液中の原料の濃度を６５ｗｔ％に
調整したこと以外は、実施例１と同様にして得られたポリアミド５６樹脂を島成分とした
。
【０１０７】
　　（海成分ポリマー）
　実施例１と同じポリマーを海成分として用いた。
【０１０８】
　＜紡糸・延伸＞
　実施例１と同様の方法で、繊度が４．２ｄｔｅｘ、繊維長が５１ｍｍの海島型複合繊維
の原綿を得た。
【０１０９】
　＜不織布＞
　上記の原綿を用いたこと以外は、実施例１と同様にして目付が６９０ｇ／ｍ２、見掛け
密度が０．２２ｇ／ｃｍ３の海島型複合繊維からなる不織布を得た。
【０１１０】
　＜人工皮革用基体＞
　上記の不織布を用いたこと以外は、実施例１と同様にして人工皮革用基体を得た。得ら
れた人工皮革用基体は、極細繊維の平均繊維径が２．０μｍ、厚さが０．４３ｍｍ、目付
が１６７ｇ／ｍ２、見かけ密度が０．３９ｇ／ｃｍ３であった。得られた結果を、表１に
示す。実施例１と実施例４を比較すると、実施例１の方が、染色速度、濃染性および耐光
堅牢度において優れていた。
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【０１１１】
【表１】
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